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公益社団法人大阪市獣医師会 細則 

 
 

第１章  総則 
（根拠） 
第１条  

    公益社団法人大阪市獣医師会定款（以下「定款」という）第５５条に

基づきこの法人の運営細則を定める。 

 
 

第２章  会員等 
（会員区分と区分変更） 
第２条 

    定款第５条第１項を次のとおり区分する。 
（１）正会員 

① 開業会員 
      大阪市に診療施設を開設する獣医師及び準会員から区分

変更を認められた獣医師 
② 勤務会員 

      大阪市に勤務する公務員獣医師及び大阪市内の公的団体、

研究施設、教育施設等に勤務する獣医師及び大阪市に居

住する獣医師 
（２）準会員 

正会員及び名誉会員が開設する診療施設に勤務する獣医

師 
（３）賛助会員 

① 団体会員 
この法人の事業を賛助するために入会した団体  

② 個人会員 
       この法人の事業を賛助するために入会した個人 

（４）名誉会員 
        この法人に功労があって、総会において推薦された者又は、

開業会員として２０年以上在籍し、当該年度に８０歳に達

する獣医師 
 

第３条 
    正会員は定款第１７条による総会の通知を受けたときには、総会に出

席して意見を述べ、議決に加わるものとする。 
    ２ 正会員が総会に欠席する場合は、書面で議決権を行使するか委任

状を提出しなければならない。 
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（会員区分の変更） 
第４条 

    準会員は、開業会員と同額の入会金を納入し、理事会の承認を経て開

業会員になることができる。 
 

（入会） 
第５条 

    定款第６条第２項の入会基準を次のとおり定める。 
２ この細則第２条第１項の会員区分の条件を満たすもの。 
３ 次の条件に抵触する者は、原則として入会できない。ただし、第

５号は第２条第１項第３号の賛助会員には適用しない。 
（１）成年後見又は保佐開始の審判をうけている者 
（２）禁固以上の刑に処せられた者 
（３）この法人の名誉を傷つけ、又はこの法人の事業を妨げ、目的

に反する行為を行った前歴のある者 
（４）入会申込書に虚偽の記載をした者 
（５）動物の販売及び販売手数料を得ている者。なお、診療施設内

で他の者が動物の販売を行っている場合も含む。 
 

（入会日） 
第６条 

    入会金及び会費の納入の日をもって入会日とする。 
 

（除名） 
第７条 

    入会後、虚偽の事実が判明した場合、その会員は除名をされることが

ある。 
 

（入会金及び会費） 
第８条 
定款第７条第２項の入会金及び会費を次のとおり定める。 

（１）入会金 
① 開業会員 １００，０００円 
② 勤務会員  １０，０００円 
③ 準会員   免除 
④ 賛助会員  ３０，０００円 

（２）会費 
① 開業会員  ７０，０００円 
② 勤務会員  １０，０００円 
③ 準会員   １０，０００円 
④ 賛助会員  ３０，０００円 
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⑤ 名誉会員  免 除 
⑥ 特別会費 

    ２ 第１項第１号の勤務会員の入会金について、日本獣医師会会員の

地方獣医師会からの移動の場合には免除するものとする。 
    ３ 第１項第２号の開業会員の会費について、入会年度の会費はその

年度の残余期間に応じた金額とする。 
    ４ 第２項第６号の特別会費について、前年度に大阪市から会員病院

へ支払われた狂犬病予防注射済票および鑑札発行手数料に相当す

る金額とする。 
    ５ 第１項第２号の開業会員の会費について、平成 28 年度以前の入会

会員は従来の年会費 50,000 円に据え置く。 
 

(会費の納入) 
第９条 

    年会費は、事業年度が始まってから３箇月以内に一括納入とする。 
 
 

第３章  役員 
(種類) 
第１０条 

    理事会は定款第４条の事業を推進するため必要な業務を分担し、定款

第２６条第１項に定める理事のうちから会長、副会長、及び専務理事

を置くことができる。 
 

(選任) 
第１１条 

    理事及び監事の選任は、総会で別に定める「役員選任規程」による。 
 

(職務) 
第１２条 

    専務理事は、次に掲げる業務を行う。 
（１）この法人の財務を把握する 
（２）総会において必要に応じて会計報告を行う 

 
第１３条 

    緊急を要する会務の処理については会長、副会長、及び専務理事にて

決定し、理事会にこれを報告して承認を得なければならない。 
 

 

第４章  支部会及び部会等 
(支部会及び部会) 
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第１４条 

この法人には次に定める支部と勤務獣医師部会を設置する。 

（１）第１支部 東淀川区、淀川区、西淀川区 

（２）第２支部 北区、都島区、旭区、鶴見区、城東区 

（３）第３支部 大正区、港区、浪速区、中央区、西区、福島区、

此花区 

（４）第４支部 西成区、住之江区、住吉区 

（５）第５支部 阿倍野区、東住吉区、平野区 

（６）第６支部 東成区、生野区、天王寺区 

（７）勤務獣医師部会 大阪市全域 

２ 支部及び部会の新設統廃合等に関しては、理事会の決議を経て、

総会で報告する。 

 

第１５条 
    この法人の正会員は支部あるいは部会に所属することとする。 

２ 開業会員は診療施設を開業する区の支部に所属する。 

    ３ 勤務会員は勤務獣医師部会に所属する。 

 

（支部長及び部会長） 

第１６条 

    各支部及び部会には、支部長及び部会長を置く。但し、それらは理事

及び理事会の責任と権限を侵すことがあってはならない。 

    ２ 支部長と部会長は各支部及び部会で選任し、理事会の承認を受け

る。 

    ３ 会長は、随時支部長及び部会長を招集することができる。 

    ４ 支部長及び部会長は、支部会及び部会において、理事会の決定事

項を伝達し、会務の推進をはかる。 

５ 支部長及び部会長は、支部会及び部会での意見を聴取し、理事会

に報告し、会務に反映させる。 

 

 

第５章  委員会 
(委員会) 
第１７条 

    理事会は定款第５６条に基づき、必要に応じ各種委員会を設置し、委

員長及び委員を任命することができる。但し、それらは理事及び理事

会の責任と権限を侵すことがあってはならない。 
    ２ 委員の定数及び任期は理事会で定める。 
    ３ 委員長は必要に応じて理事会に出席し、自身が所属する委員会に

関わる事項について発言することができる。 
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第１８条 

委員会担当理事は委員会に関わる事項について会議を開催することが

出来る。但し、この会議において理事及び理事会の責任と権限を侵す

ことがあってはならない。 

 

第６章  資産及び会計 
（備え付け帳簿及び書類） 

第１９条 

    この法人は、定款第５７条に定める次の各号に掲げる帳簿及び書類等

を事務所に備える。 

（１）定款 

（２）会員名簿 

（３）理事及び監事の名簿 

（４）登記簿謄本 

（５）定款に定める機関（理事会及び社員総会）の議事に関す

る書類 

（６）財産目録 

（７）役員等の報酬規程 

（８）事業計画書及び収支予算書 

（９）事業報告書及び計算書類等 

（10）会計監査報告書 

（11）その他法令で定める帳簿及び書類 

２ 前項各号の帳簿及び書類等の閲覧については、法令の定めによる。 

 

（現金の管理等） 

第２０条 

    現金は、理事会において指定した銀行に会の名義をもって預金するも

のとする。 

 

第２１条 

経理の収入、支出は、すべて証憑書類により番号を附し、収入、支出 

伝票を作成し、会長、財務担当理事の認印を受け、所定の帳簿に記入 

する。 

 

 

第７章 弔慰金及び傷病見舞金 
（弔慰金及び傷病見舞金） 

第２２条 

弔慰金、見舞金に関し次のように定める。 

（１）会員及び会員の配偶者に対し弔慰金を給付する 

（２）近畿地区連合獣医師会及び関連団体に対し弔慰金を給付する 
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（３）不慮の災害、傷病等に対し見舞金を給付する 

     ２ 弔慰金は次のように定める 

（１）会員 ３０，０００円 

（２）会員の配偶者 １０，０００円 

（３）近畿地区連合獣医師会関連 理事会において決定する 

（４）その他関連団体 理事会において決定する 

３ 入院、自宅療養、公務による疾病、不慮の災害等で会員に傷病見

舞金を給付する場合、理事会において決定する。 

４ 第１項に要する経費および給付額を改廃するときは、理事会で決

定する。 

  附  則   

 

１．この規程は昭和５６年１１月１５日より施行する。 

２．次の規程は昭和５６年１１月１５日から廃止する。 

  (1) 社団法人 大阪市獣医師会内規定 

(2) 社団法人 大阪市獣医師会入会事務に関する規定 

(3) 大阪市獣医師会臨床会員共済規定 

(4) 退会者に対するせん別規定 

３．この規程は昭和５９年 ５月 ４日一部改正した。 

４．この規程は平成 元年 ５月２０日一部改正した。 

５．この規程は平成１６年 ４月 １日一部改正した。 

６．この細則は平成１７年 ４月 １日より施行する。 

７. 次の規程は平成１７年 ４月 １日から廃止する。 

  (1) 社団法人 大阪市獣医師会内規定 

８. この細則は平成１８年 ５月２８日一部改正した。 

９．この細則は平成２０年 ５月３１日一部改正した。 

10．この細則は平成２０年１１月２９日一部改正した。 

11. この細則は平成２２年 ６月 ５日一部改正した。 

12. この細則は平成２３年 ２月２７日一部改正した。 

13. この細則は平成２４年 ２月２６日一部改正した。 

14．この細則は平成２５年 ５月１１日一部改正した。 

15. この細則は平成２９年 ６月 ４日一部改正した。 
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公益社団法人大阪市獣医師会細則 役員報酬規程 

（目的） 
第１条 この規程は、公益社団法人大阪市獣医師会（以下「会」という。）の役

員に支給する役員報酬に関することを会の定款（以下「定款」という。）

第３４条及び第５５条２項に基づき定めることにより、その適正かつ

公正な支給を期すことを目的とする。 

 
（役員） 
第２条 この規程に基づき役員報酬等の支給を受ける者は、定款に定める役員

とする。 

 
（役員報酬） 
第３条 役員報酬は、その役職に対する月俸として支給するものとする。 

 
（役員報酬の額の決定） 
第４条 役員報酬の額は、理事会において、役職別月俸額(案)を策定のうえ、次

項の手続きを経てこれを決定しなければならない。 
２．会長は、前項の規程に基づき策定した役職別月俸額(案)の総計の１

箇年分（役員報酬総額）を役員報酬の額として会の収支予算案に

計上のうえ、当該収支予算案について、総会の承認を受けるもの

とする。 
３．前二項の手続きを経て決定した役員報酬の額は、この規程におい

て、役職別月俸額（以下｢定額｣という。）として別表に明示するも

のとし、定額が前二項の手続きを経て改定されたときは、同様に

同表を改正する。 

 
（役員報酬の支給） 
第５条 役員報酬は、在任する役員に対し、別表に定める定額を毎月末に支給

する。 
ただし、就任した日および退任した日に属する月は、これを一月とし

て扱う。 
（規程の改廃） 
第６条 この規程の改廃は、会長が理事会の承認を受けて行わなければならない。 

ただし、第４条第３項の規程に基づき別表を改正する場合を除く。 
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別 表  

役員報酬の定額（役職別月俸額、第４条第３項関係）  

 

役 職 名  役員報酬の定額  

会 長  

副 会 長  

理 事  

監 事  

６０,０００円 

３０,０００円 

１０,０００円 

１０,０００円 

(注) 役員報酬の定額は、１人当りの月俸額を示す。  

各種手当ては、別途、細則で定めるものとする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


